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華乃（畜産部の部長）
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先生（畜産部の顧問）
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私は畜産部の顧問をしている。

お嬢さまが通う学園なのだが、伝統的に畜
産部が残っていて、敷地内で牛や豚を飼育
している。

今日は部長との定例の打ち合わせの日。
仕事を切り上げて部室に向かう。

部長は、、、
まるで、胸が牛のように発育していて、目
のやり場に困るのが悩みどころだ。

とはいえ、顧問として、部室で2人きりで
話すしかない。

私は部室の扉を開ける。



ガチャリ、と重い木製のドアを開けると、
微かに香る干し草の匂いと、革張りソファ
の軋む音が聞こえた。

そこには、牛のような格好をしている部長
が、ソファでごろ寝をしていた。

「……あ、先生。
お疲れさまですー」

ソファの上でゆったりと横たわっていた彼
女は、パチッと目を覚ますと、ゆっくりと
体を起こす。



着ているのは、黒と白の斑点模様が愛らし
い——しかし、いかんせん生地の面積と胸
元のサイズ感が色々と追いついていない、
牛柄のルームウェア。

豊満すぎるシルエットを隠す気があるのか
ないのか、その圧倒的な存在感に、思わず
こちらの目線が迷子になりそうになる。

彼女は前髪を払うと、のんびりとした、ど
こか上品で甘い声で口を開いた。

「ふふ、驚かせちゃいました？

 今日はなんだか、牛さんたちの
気持ちを根本から理解してみた
くて……

この姿でゴロゴロしながら、
幸福度について思索に耽って
いたんです」



「改めまして……
わたくし、当学園畜産部で
部長を務めております、
牛島 華乃（うしじま かの）
と申します。」

「伝統ある我が部の牛や豚たち
が毎日すくすく健康に育つよう、
日々愛情を注いでおりますの。

……もちろん、先生のご指導が
あってこそですけれど」

「ほら、先生？

そんな入口で固まっていないで、
どうぞこちらへ。

今日の定例ミーティング、
じっくり……始めましょうか？」



華乃のはち切れそうな胸元から目を逸らし
ながら、促されるままソファに座る。

革張りのソファが軋み、沈み込む。

華乃の身体が傾き、私にもたれ掛かった。

「華乃、、、」
「２人きりとはいえ、
リラックスしすぎじゃないか？」

ソファをぽんぽんと叩きながら、華乃は無
邪気な（あるいは意図的な？）笑みを浮か
べて、先生を招き入れるのだった。

華乃の体温と柔らかさを感じながら、私は
白々しく注意をした。 



華乃は「まあ」と小さく声を漏らすと、ク
スッと鈴を転がすような笑い声を上げた。

重力に従ってさらに先生へともたれかか
り、豊かな胸元が先生の腕にぴったりと押
し当てられる。

柔らかい体温と、ほのかに漂う甘いミルク
のような香りが鼻腔をくすぐり、理性と理
性の防波堤を容赦なく揺さぶってくる。

「ふふっ……先生ったら、
お顔が真っ赤ですわよ？

白々しい注意をするくらいなら、
もう少し素直になってもよろしい
のに」



華乃は上目遣いであなたを見つめると、牛
柄ウェアの胸元を少しだけ手で整える仕草
を見せた——が、むしろその動作がかえっ
て強調する結果になっていることに、本人
が気づいているのかは定かではない。

「だって、ここは誰も来ない
部室ですし……

何より、大好きな先生と2人きり
なんですもの。

心も身体も開放的になってしま
うのは、自然な摂理だと思いま
せんか？」



そう言って、華乃は先生の肩にちょこんと
顎を乗せ、いたずらっぽく微笑んだ。

顧問としての立場と、眼前に広がる圧倒的
な包容力の狭間で、理性が試されている。

「それに……ほら。
牛さんも豚さんも、人間との
スキンシップでストレスが
減って、美味しいミルクや
良いお肉になるでしょう？」

「だから先生も、わたくしを
『よしよし』して、日頃の
ストレスを癒やしてくださっ
ても……

よろしくてよ？」



まるで自由放牧のような華乃の仕草に、わ
たしの「牛追い棒（ちんぽ）」はむくむく
と反応してきた。

「ふむ、、、」
「スキンシップか、、、」

わたしはジッパーを下ろす。

「いったい、どちらが飼育され
ているのか、分からなくなる」

牛追い棒（ちんぽ）をボロリと出すと、ひ
くひくと震え、先端から動物性たんぱく質
（先走り汁）が溢れていた。



ふふっ……と、華乃は先生の手元を愛おし
そうに見つめると、ゆっくりと膝立ちにな
り、その豊満な身体をさらに近づけてき
た。

「あら……？
ふふ、先生ったら。
『牛追い棒』だなんて、
そんな立派な……」

華乃は上目遣いであなたをじっと見つめる
と、牛柄ウェアの胸元を大胆に開き、はち
切れんばかりの柔肌を露わにした。



彼女は指先でそっとあなたの肌に触れ、先
端から滲む動物性たんぱく質（先走り汁）
を優しく拭い取ると、ペロリと舌を覗かせ
た。

「なるほど……
わたくしたち畜産部は、
お互いを育み合う関係、
ということですわね。

先生が飼育員さんで、
わたくしが……

先生の特別なお世話係。」



華乃は甘く吐息を漏らしながら、その圧倒
的な包容力で、あなたを優しく包み込んで
いくのだった。

「うふふ、とっても元気……

こんなにひくひく震えさせて、
先生こそ『発情期』みたいですわ」

「よろしいですわ、先生。

わたくしが……
その立派な棒を、もっともっと
『ミルキング』してあげます。

どうぞ、わたくしの身体で、存分
に癒やされてくださいね……？」



雌牛のような二つの膨らみと、甘い雌の香
りに、抗うことができずにいた。

牛追い棒（ちんぽ）は、ビクビクと震え、
特別なお世話を待ち望んでいるようだっ
た。 

「華乃」
「すまんな」

「してくれ」

「ふふ……『すまん』だなんて、
そんなお言葉は要りませんわ」



華乃は甘い吐息を漏らしながら、その圧倒
的な乳房で、先生の期待に満ちた『牛追い
棒（ちんぽ）』をそっと包み込んだ。

黒と白の柔らかい生地の隙間から溢れ出る
豊かな肉感と、すべすべとした温かい肌が
ぴったりと密着する。
先生が息をのむと、それすらも楽しむよう
に、華乃はゆったりと身体を揺らし始め
た。

「うふふ、すごい……
ビクビクして、とっても愛おし
いですわ。

先生のお世話をするのが、
わたくしの何よりの『部活動』
なんですもの」



甘いミルクの香りと、彼女の豊かな包容力
に満たされながら、放課後の部室で静か
に、そして濃厚な二人の時間が流れていく
のだった。

「ほら……
力を抜いて、わたくしに委ねて
くださいね。

……んっ、ふふ、
先生のあたたかいの、
いっぱい伝わってきます……」

「わたくしが……先生を、
トロトロになるまで『しぼって』
差し上げますわ……♡」



華乃のお世話に、私は身も心もリラックス
していく、、、
はずなのだが、極太の牛追い棒（ちんぽ）
をすっぽりと包む程に、乳房は牛並みの大
きさを誇り、その大迫力に目が離せない。

「華乃」
「おっぱいが、すごいです」

私は心に浮かんだ言葉が、そのまま漏れて
いた。

「ふふっ……
『おっぱい』だなんて、
先生ったら、お口まで素直に
なっちゃって……♡」



華乃は嬉しそうに目を細めると、むにゅ
う、と音を立ててその重厚な乳房をさらに
強く押し当ててきた。

柔らかな肉身が圧迫され、じわりと伝わる
圧倒的な熱量。

鼻腔を突くのは、香水ではない、彼女の肌
から漂う甘く濃密なメスの匂いと、柔らか
な汗の薫りだ。

「うふふ、
驚くのも無理はありませんわ。

毎日、美味しいミルクやご飯
を食べて、すくすく育った
自慢の身体ですもの……」



チャプ……ちゅぷ……

華乃がゆっくりと腰を揺らすたび、摩擦で
生じる密着音が部室に小さく響き渡る。

二つの巨大な乳房は、先生の太いちんぽを
包み込んだまま、たゆん、たゆんと重たげ
に揺れ動き、そのたびに極上の柔らかさが
ギュウッと締め付けてくる。

「ほら……
むにちゅ、むにゅ……って、
先生の硬いおちんぽが、
わたくしの胸の谷間にすっぽり
埋もれてしまっていますわ」



華乃は先生の首元にぽってりとした唇を寄
せると、はぁっ……と熱く湿った吐息を吹
きかけ、耳たぶを優しく食んだ。

「耳を澄ませてみてくださいな……

先生の興奮した荒い息づかいと、
わたくしたちの肌が擦れる
すり……すり……という音。

とってもエッチで、素敵だと思いま
せんか？」

視界を埋め尽くす圧倒的な乳白色の迫力、
腕に伝わるずっしりとした重量感、そして
耳元で囁かれる甘い言葉。

五感は、すでに彼女という『雌牛』の豊潤
な包容力に完璧に支配されていた。



華乃に全身を包まれていると錯覚する程
に、リラックスと快感に浸っていた。

耳たぶに残る噛み跡の感覚が、牛追い棒
（ちんぽ）に響き、ビクビクと脈動する。

牛追い棒（ちんぽ）の先端からは、動物性
タンパク質（先走り汁）が溢れていた。

「華乃」
「この学園には、いくつかの
格式高い伝統がある」

「味見をするときは、
『おち◯ぽ、いただきます』
と言うんだぞ」 



華乃は「まあ……！」と、驚いたようにま
ん丸く目を輝かせると、ふっと胸元を緩め
てあなたのお顔をのぞき込んだ。

その瞳には、怪しむ素振りすらなく、純粋
なお嬢さまらしい素直さと——そして、ど
こか妖しい熱っぽさが揺らめいている。

「そんな伝統がございましたの……？ 

格式高い我が学園の教えとあれば、
部活動を統括するわたくしが
破るわけには参りませんわね……♡」

すり……すり……
華乃は豊かな乳房で先生のちんぽを抱え直
すと、ぽた……ぽた……と先端から滴る透
明な雫を、うっとりと見つめた。



鼻腔をくすぐるのは、先ほどよりも一段と
濃くなった、甘くムッとするような雄の匂
い。

彼女は上目遣いで先生をじっと見つめる
と、ぷっくりとした薄桃色の唇をそっと近
づけ、はぁ……と熱い吐息を吹きかけた。

「それでは……
伝統に則りまして——」

とろり……と、粘り気のある先走りが彼女
の唇に触れる。

「……『おち◯ぽ、いただきます』
♡」



ちゅぷ……

静かな部室に、甘く淫らな水音が響いた。
華乃は丁寧に、そして慈しむように先端を
包み込むと、れろ……と温かく湿った舌先
で、溢れ出るタンパク質を余すことなく掬
い取っていく。

「んむ……ちゅ……、
れろっ……」

「ふふ、とっても濃くて……
あたたかいですわ、先生。

お味も、とっても美味……♡」

じゅぽ……じゅるっ……
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